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　　（御書新版２６１ページ・御書全集３２８ページ）

　日本から中国・インド・全世界に至
いた
るま

で、誰であれ仏法の智
ち え
慧の有無に関係な

く、皆、同じく他のことに構
かま
わずに南無妙

法蓮華経と唱えるべきである。
このことはまだ広まっていない。全
世界の中で、釈

しゃく
尊
そん
が亡

な
くなってから

二千二百二十五年の間、一人も唱えていな
い。日蓮一人だけが、南無妙法蓮華経、南
無妙法蓮華経と、声も惜

お
しまず唱えている

のである。

題目で必ず変わっていける！

　こんにちは、レオです！　今年度も折り返し。今
日を新たなスタートとして、教学研さんに励んでい
こう！
　今回学ぶ「報恩抄」は、１２７６年（建治２年）
７月、日蓮大聖人が出家した当時の師匠の死去の知
らせを受け、認

したた
められました。修学時代の兄弟子で

あり、大聖人に帰
き え
依した浄

じょう
顕
けん
房
ぼう
と義

ぎ
浄
じょう
房
ぼう
に送られて

います。
　本抄では、人間にとっての最高の道は恩に報

むく
いる

ことであり、仏法を学び究
きわ
めて恩ある人を救うこと

が、真の報恩になると示されています。
　御文では「日

にちれんいちにん
蓮一人、南無妙法蓮華経・南無妙法

蓮華経等
とう
と声

こえ
もお

惜
しまず唱

とな
うるなり」と仰

おお
せです。

それまで誰も弘
ひろ
めなかった成仏の根

こんぽんほう
本法である南無

妙法蓮華経を、大聖人ただ一人が弘めていったのだ
と述

の
べられています。

　大聖人が始められた広宣流布の運動を、現代で正
しく継

けい
承
しょう
し、進めてきたのが、創価三代の会長であ

り、学会の先輩たちなんだ。

　広布が進む中、題目を根本に、生活や仕事などで
人間革命の姿を示す人が、一人、また一人と出てき
た。そして今、広布のスクラムは、世界１９２カ国・
地域に広がっているよ。
　御文に「人

ひと
ごとに有

う ち
智・無

む ち
智をき

嫌
らわず」とある

ように、〝自分が祈ったところで変わらない〟なんて
ことは絶対にないんだ。真剣に祈り、努力する中で
必ず変わっていけるのが、この信心だよ！
　だから、僕たちも題目をあげて行動していけば、
目の前の困

こんなん
難を乗り越えていけるし、自分がかなえ

たいことを実現していける。そして、その歓
かん
喜
き
のま

まにまた題目を唱え、周りの人たちを励ましていく
ことが、大聖人の闘

とうそう
争に続き、「声

こえ
もお

惜
しまず唱

とな
うる」

ことになるんだ。
　池田先生は語っています。「自分から勇

いさ
んで行動を

起こそうとする自主性、自発性こそが、自らの力
ちから
と

歓喜を引き出す源
げんせん
泉となるのだ」

　学会創立記念日の１１・１８を目指して、挑戦と
励ましの勇気の一歩を、歓喜の題目から始めていこ
う！


